
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 25 年 6 月 7 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語能力の低い、または皆無の留学生の増加に伴い、日

本人学生と留学生の共通言語が日本語と英語となりつつある日本の大学において、留学生が日

本人学生と円滑にコミュニケーションを進め共に学習・研究を遂行するために必要なジャパ

ン・リテラシー（日本語の言語能力、社会文化能力、社会言語能力）を彼らの使用言語、及び

日本語のレベル別に明らかにした。次に、それらの能力を養成するために必要な日本語教育に

ついて検討し、教育内容・方法を提案した。 
 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to obtain suggestions related to 
Japanese language teaching in order to promote communication between Japanese and 
international students whose levels of proficiency in the Japanese language are different. 
The availability of English and Japanese in campuses is necessary owing to the increase 
in the number of international students who are not well-versed in Japanese.  For this 
purpose, this paper proposes “Japan literacies” (based on Japanese language skills, 
sociocultural skills, sociolinguistic skills) for international students who can utilize 
them depending on whether their main language is Japanese or English, and their levels 
of proficiency in Japanese. Then, we implemented instruction through a Japanese language 
class to improve the Japan literacies among international students so that they can 
communicate with their Japanese counterparts. 
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ため、こうした留学生数の増加に伴いキャン
パスにおける日本人学生と留学生の共通言
語が日本語と英語になりつつある。このよう
な状況の中で、使用言語や留学期間にかかわ
らず留学生の誰もが大学コミュニティーに
参画し、仲間と共に学習や研究を進められる
ようになるためには、彼らのニーズに合わせ
たコミュニケーション教育が必要となる。 

こうした教育を考える際、ネウストプニー
(1994)の「リテラシー」の捉え方が参考にな
る。ネウストプニーは「リテラシー」を「何
かを理解し、その理解を行動のために使いう
る」と捉え、外国人が日本人と円滑にコミュ
ニケーションを行うために必要な能力を「ジ
ャパン・リテラシー」として示した。ジャパ
ン・リテラシーには、日本語能力、社会文化
能力（場面ごとに求められる日本人の行動バ
ターン）、社会言語能力（文法以外のコミュ
ニケーションのルール）が含まれ、この 3つ
の能力は外国人が日本人とどのように接触
するかにより重視される度合いが異なると
いう。例えば、主に英語を使用する場合は、
日本語の言語能力よりも社会文化能力や社
会言語能力を理解し実行できることが重要
で、ネウストプニー(1994)はその能力を養成
するのも日本語教育の範疇だと述べている。 

外国人の立場やニーズに合わせて求めら
れるジャパン・リテラシーは、日本語能力が
多様化した留学生にも適用可能である。しか
し、これまで留学生に必要な能力をこうした
観点から捉え、その能力を養成するための研
究はほとんど行われていない。そのため、共
通言語が日本語と英語となったキャンパス
において留学生のニーズに合った日本語教
育が提供されているとは言い難い。 
 
２．研究の目的 

本研究は、留学生が使用言語や滞在期間に
かかわらず仲間と共に学習や研究を行い、大
学コミュニティーに参画できる「多言語多文
化キャンパス」の構築のために、留学生に必
要なジャパン・リテラシーを彼らの主要言語
（留学生が大学の学習・研究、また友人との
コミュニケーションで主に使用する言語。本
研究の場合は、英語か日本語）と日本語能力
別に明らかにし、それらを養成するための日
本語教育への示唆を得ることを目的とする。 
 

３．研究の方法 
 まず、ジャパン・リテラシーに関する調査
を、約 3ヶ月間研究室に滞在し英語で研究活
動を行った留学生（日本語能力皆無）、英語
で学位取得を目指す留学生（大学院入学後日
本語学習開始、日本語初級レベル）、日本語
で学位取得を目指す留学生（日本語上級以
上）を対象に、留学生に対するインタビュー、
日本人学生とのコミュニケーション場面の

分析、留学生間の話し合いの分析を通して行
った。留学生はいずれも大学院生とした。次
に、調査結果から明らかになった能力を養成
するための教育内容・方法を検討し、それを
もとに実践研究を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 留学生に必要なジャパン・リテラシー 
① 3ヶ月間滞在の留学生 
 調査の結果、約 3ヶ月間研究室に所属し英
語で研究を行った留学生が日本人学生と最
も交流を深めた活動として、研究室の学生全
員で行う「研究室の掃除」と「飲み会」とい
う研究と直接関連しないものが挙げられた。
そして、そこに参加し日本人学生と良好な関
係を構築するためには、協力的に作業を進め
る上で日本人学生が共有している規範を理
解し、それに従って行動できる社会文化能力
が重要であることがわかった。 
 また、たとえ英語を使用していても、日本 
語の社会言語面の規範に沿って挨拶や依頼
を行うことや、謝罪や感謝の意を示すことが
日本人学生とのコミュニケーションや関係
構築に影響することがわかり、これらが彼ら
に求められる社会言語能力として示された。 
② 英語で学位取得を目指す留学生 
 英語で学位取得を目指す留学生にも上記
の社会文化能力、社会言語能力の重要性が認
められた。これらの能力に加え、大学院入学
後に日本語学習を始め、初級レベルの能力を
持つ彼らは、日本人学生と研究以外の会話、
つまり雑談ができる日本語能力の必要性を
感じていることがわかった。日本人学生は英
語では多くを話さず、会話が発展しないとい
う。このことから、留学生が日本人学生と同
じ研究室の仲間としての関係を構築するた
めには、場面にあった雑談の話題を選択でき
る社会言語能力や、限られた日本語能力でそ
の話題を発展させることができる日本語能
力が求められることが示唆された。 
 こうした能力をより具体的に把握するた
めに、留学生と日本人学生とのコミュニケー
ションを言語の社会的機能に注目したバフ
チン(1996)の言語論をもとに分析した。その
結果、留学生と日本人学生が積極的な応答
(質問、言い換え、支持、など)を頻繁に使用
し、互いに考えを深めて行くことで、自分た
ちのコミュニティーに存在する事象の共有、
事象の意味づけ、認識の変容や発展などが観
察され、たとえ初級レベルの日本語であって
も同じコミュニティーの成員としての関係
構築につながるコミュニケーションが可能
であることがわかった。また、やりとりを発
展させるためには、留学生が自ら話題を切り
出すことや、日本人学生と共有できる身近な
事象を日本語で表現できることなどが有効
であることも示された(発表論文(1)、学会発



 

 

表(6))。 
③ 日本語で学位取得を目指す留学生 
日本語上級レベルの留学生からは、依頼や

誘いに対する断りなどの人間関係に関わる
やりとりの遂行、及び日本人学生と共に考え
を深めることや、何かを決めることが求めら
れるグループディスカッションへの参加が
コミュニケーションの困難点として挙げら
れた。特に、ディスカッションでは、日本人
学生の意見や話し合いの流れがわかりにく
いことが指摘された。 
 
(2) 日本語教育への示唆 
① 3ヶ月間滞在の留学生に対する教育  

彼らには、上記の能力の養成を中心とした
日本語教育を滞在中に定期的に設定するこ
とが望ましい。また、今回行ったインタビュ
ー調査では留学生が自分たちの経験を振り
返り、その意味を内省する場面が観察された。
このことから、彼らに対する教育では、留学
生間で研究室での経験を共有しつつ、自分た
ちに必要なジャパン・リテラシーについて気
づきを高めることができる活動を取り入れ
ることも効果的だと考える。 
② 初級レベルの教育（主要言語：英語） 
 英語で学位取得を目指す留学生には、3ヶ
月滞在の留学生に求められた社会文化能力、
社会言語能力に加え、特に雑談場面で適切な
話題を選択できる、その関連する事象を日本
語で表現できる、日本人学生と相互行為的に
話題を発展させることができる能力が重要
であることがわかった。 

日本語学習開始と同時に大学院生として
日本人学生と研究を始める彼らには、こうし
た能力を初級の早い段階から養成する必要
がある。そこで、本研究では、そのための教
室活動を複数デザインし、初級日本語クラス
で段階的、かつ定期的に実施し、留学生のフ
ィードバックや担当者の振り返りをもとに
改善を繰り返す実践研究を行った(発表論文
(3)、学会発表(4))。その結果、一連の活動
を、英語を主要言語とする大学院留学生のニ
ーズや、彼らの日本語能力の向上に合わせて
行う教室活動として体系化することができ
た(発表論文(4)、学会発表(2))。 
  留学生が英語や限られた能力の日本語を
駆使して日本人学生とコミュニケーション
を遂行するためには、留学生だけでなく、日
本人学生も母語話者同士とは異なるコミュ
ニケーションの進め方を学ぶ必要がある(発
表論文(5)(6), 学会発表(8)）。そこで、本研
究では、ジャパン・リテラシーの調査結果や
実践研究の結果をもとに、日本語初級レベル
の留学生と日本人学生を対象とした異文化
コミュニケーション教育で行う活動も提案
した(学会発表(5))。 
③ 上級レベルの教育（主要言語：日本語） 

 日本語で研究を行う留学生に求められた
人間関係に関わるやりとりの遂行や、グルー
プディスカッションへの参加を円滑にする
日本語能力、社会言語能力を養成するために
は、留学生の困難の要因を具体的に把握する
必要がある。そこで、留学生と日本人学生の
コミュニケーションの比較・分析を行った。
「人間関係に関わるやりとり」としては、「誘
いに対する断り場面」を取り上げ、日本人学
生同士のやりとりと、日本人学生と留学生の
やりとりを比較・分析した。その結果、断り
が遂行された後の人間関係維持のためのや
りとりに大きな相違が見られた。日本語能力
が上級レベルの留学生であっても、そのやり
とりをうまく発展させることができず日本
人学生に関係維持の意図が伝わりにくいこ
とが明らかになった(発表論文(2)、学会発表
(3)）。 
グループディスカッションの分析では、日

本人学生の間に、意見を明示せず情報のみを
出し続ける、反対意見を明確にしない、話し
合いの内容をまとめることを重視する、など
の言語行動が特徴的に見られ、こうした点が
日本人学生の意見がわかりにくい、話し合い
の流れが理解しにくいという留学生の困難
の要因になっている可能性が示唆された 
(学会発表(1))。 
これらの結果を踏まえと、上級レベルの留

学生に対する日本語教育では、上記のような
日本人学生のコミュニケーションの特徴を
認識した上で、自らのコミュニケーションを
調整できる能力を養成することが求められ
る。また、日本人学生と留学生が共に学び合
う多言語多文化キャンパスを構築するため
には、留学生だけでなく、日本人学生にもそ
うした調整能力が求められる。それは、たと
え相手の留学生の日本語が上級レベルであ
っても必要であることが今回の調査結果か
ら示された。その能力養成のためには、日本
人学生が日本語で異文化コミュニケーショ
ンを遂行する必要性を踏まえた教育を大学
院レベルで行う必要がある。 
 
(3) まとめ 
 本研究では、日本人学生と留学生の共通言
語が日本語と英語となった多言語多文化キ
ャンパスにおいて、留学生に必要なジャパ
ン・リテラシーを具体的に示し、その能力養
成のための教育への示唆を得た。この研究成
果をもとに、英語を主要言語とする留学生に
対する日本語教育の必要性、重要性も実証し
てきた(発表論文(5)(6)，学会発表(7))。彼
らに対する日本語教育は、従来のように日本
語のみでコミュニケ-ションを遂行すること
を目的とするのではなく、留学生の現実的な
ニーズを考慮し、英語との二言語使用も視野
に入れる必要があると考える。今後、二言語



 

 

使用の観点から行う教育に関してさらに研
究を深める必要がある。また、本研究では、
日本人学生に対する異文化コミュニケーシ
ョン教育についても、その必要性を示し具体
的な教育内容を提案した。日本語教育の研究
成果を日本人学生に対する教育に還元し、さ
らなる充実を図ることも今後の課題である。  
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